
​第５学年　外国語科学習指導案​

​　　   　日　時　 令和７年１１月２１日（金）２校時​
​　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  指導者　 HRT   井口　あみ​

​　  ALT　Chris Riedl​
​　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  場　所    ５年教室​

​１　単元名　​
​　　　Welcome to Japan!　〜Du Preez先生に、日本各地のよさを伝えよう〜​
​　　　（参照：『NEW HORIZON Elementary 5』Unit7 「Welcome to Japan!」）​

​２　児童について​
​　　　本学級の児童は、外国語の授業において、やり取りの場面では積極的に友達に話しかけ、会話​
​　　を楽しもうとする姿が見られる。また、授業中だけでなく、休み時間にもALTと英語での会話を楽​
​　　しんだり、授業後に既習表現を確認するために友達に英語で話しかけたりする姿も見られる。​
​　　　しかし、「正しい英語を使わなければならない」という意識や、「伝えたいことはあるけれ　​
​　　ど、どのように伝えればよいか分からない」という思いから、英語を用いて自分の考えや思いを​
​　　伝え合うことに、苦手意識をもつ児童も見受けられる。また、自分の考えや思いを一方的に伝え​
​　　ようとすることが多く、他者に配慮したコミュニケーションが十分にできていない児童もいる。​
​　　結果として、コミュニケーションが一方通行になりがちで、より深い対話へと発展しないことが​
​　　ある。これは、相互に理解を深めるコミュニケーションの楽しさを十分に味わった経験が少ない​
​　　ことに起因すると考えられる。​
​　　　そこで、本単元では、相手意識をもって自分の考えや思いを伝え合う力を育むことを目指す。英​
​　　語を用いたコミュニケーションに苦手意識をもつ児童も、相手のことを意識し、試行錯誤しなが​
​　　ら一つずつ成功体験を積み重ねることで、自分の考えや思いが伝わる喜びや、相手の思いがしっ​
​　　かり理解できる達成感を味わい、コミュニケーションの楽しさに気付くことができると考える。​
​　　この単元の学習後も、相手への思いを大切にしながら、自信をもって英語でコミュニケーション​
​　　をすることができる児童へと成長してくれることを期待している。​

​３　単元について​
​　　○教材観​

​　　本単元では、活動目標を「Du Preez先生に日本各地のよさを知ってもらうために、自分の行き​
​　　たい場所やおすすめの場所を伝えよう」と設定する。伝える相手であるDu Preez先生は、昨年　​
​　　度４月に来日し、近隣の小学校で勤務するALTである。７月に行ったオンライン交流を通して、児​
​　　童の「もっとDu Preez先生と話したい」「もっとDu Preez先生のことを知りたい」という気持ち​
​　　は高まっている。そこで、児童にとって「自分の英語が相手に伝わることの喜び」を実感しやす​
​　　く、主体的に関わることができる相手であると考えた。​
​　　　また、本教材は、総合的な学習の時間の単元「日本のよさ発見！都道府県のよさをPRしよう」​
​　　と関連している。児童は自分が体験したことだけでなく、総合的な学習の時間に自分や友達が調​
​　　べた情報も活用できるため、Du Preez先生に日本各地のよさを紹介する際、思いをより強くもっ​
​　　て発表することができる。以上のことから、本教材は、学習指導要領の「話すこと（発表）ウ　​
​　　身近で簡単な事柄について、伝えようとする内容を整理した上で、自分の考えや気持ちなどを、​
​　　簡単な語句や基本的な表現を用いて話すことができるようにする。」を体現していると言える。​

​　　​



​　　○指導観​
​　　第１時では、教師とDu Preez先生とのやり取り（Small Talk）を聞き、日本各地のよさを伝え​

​　　るために必要な情報を得る。Du Preez先生の好きなことやできることなどを質問し、発表に必要​
​　　な情報を得ることで、目的意識・相手意識をもつことができるようにする。また、教師が行​​う最​
​　　終ゴールのモデルとなるスピーチを聞くことで、​​児童が具体的なゴールのイメージをもって学習​
​　　取り組むことができるようにする。第２・３時では、​​相手がDu Preez先生であることを想定し　​
​　　て、​​児童自身の行きたい日本の場所とそこに行きたい理由、そこでしたいことなどについて友達​
​　　と伝え合う。児童が自分の考えや気持ちについて伝え合う際には、ICT端末等を活用し、写真（イ​
​　　ラスト）や音声を手がかりに、自分が伝えたいことに合った単語や表現を選択できるようにす　​
​　　る。そして、伝えたいことが相手にうまく伝わった成功体験を積み重ねることで、自信をもって​
​　　発表できるようにする。第４時では、第１時の教師とDu Preez先生とのやり取り（Small Talk）​
​　　を想起させ、相手意識・目的意識を再度確認する。そして、前時までに考えた自分の行きたい場​
​　　所と、第１時の教師とDu Preez先生のやり取りの内容を関連付けながら、おすすめしたい場所に​
​　　ついての発表内容を再構成し、友達と伝え合う。本時（第５時）では、Du Preez先生に日本各地​
​　　のよさがより伝わるように、自分の発表内容を再構成し、友達と伝え合う。その際には、児童が​
​　　自分に合った学び方（例：ALTや友達と伝え合う、児童用デジタル教科書で発音や表現を確認する​
​　　等）を選択できるようにする。第６時では、友達や教師を相手に、Du Preez先生からの質問を想​
​　　定した伝え合い（やり取り）を行う。そして、友達や教師からのフィードバックや自分自身の振り​
​　　返り等をもとに、発表内容や表現方法を工夫・改善する。第７時では、Du Preez先生に日本各地​
​　　のよさを伝えるとともに、Du Preez先生からの質問にも答える。第８時では、映像や音声を手が​
​　　かりにして、日本文化について考え、日本と世界の文化に対する理解を深める。日本に住む外国​
​　　人の一例としてDu Preez先生を想起させることで、本単元の学びを、より広い視野での異文化理​
​　　解へと繋げる。​

​　　本単元を通して、​​自分の考えや思いが伝わるという成功体験を積み重ね、コミュニケーション​
​　　の楽しさを味わわせたい。そして、​​本校の研究主題である「児童自らが目的意識・相手意識をも​

​　　ち、主体的に関わり合う言語活動」の実現へと繋げたい。​

​４　単元の目標​
​　　　​​Du Preez先生に、日本各地のよさを知ってもらうため、自分の行きたい場所やおすすめの場​
​　　所、そこで体験できることなどについて、伝えることができる。​

​５　単元の評価規準​
​知識・技能​ ​思考・判断・表現​ ​主体的に学習に取り組む態度​

​話​
​す​
​こ​
​と​
​　​

​〈知識〉【日本各地のよさを紹介す​
​る語句や表現】​
​Where do you want to go?​
​I want to go to ~ .​
​Why/What do you want to ~?​
​It’s very ~.  Let’s go to~ .​
​及びその関連語句について理解して​
​いる。​
​〈技能〉【日本各地のよさを紹介す​
​る語句や表現】及びその関連語句な​
​どを用いて、自分の考えや気持ちな​
​どを話す技能を身に付けている。​

​Du Preez先生に日本各​
​地のよさを伝えるため​
​に、行きたい場所やそこ​
​で体験できることなどに​
​ついての簡単な語句や基​
​本的な表現を用いて、自​
​分の考えや気持ちなどを​
​話している。​

​Du Preez先生に日本各地​
​のよさを伝えるために、行​
​きたい場所やそこで体験で​
​きることなどについての簡​
​単な語句や基本的な表現を​
​用いて、自分の考えや気持​
​ちなどを話そうとしてい​
​る。​



​６　単元の指導と評価の計画（８時間）​

​時​ ​目標（◆）と主な活動（○）​

​評　　価​

​知​
​技​

​思​
​判​
​表​

​態​
​度​

​◎評価規準（評価方法）​

​※指導・学習改善のための評価​
​（方法）​

​１​ ​◆教師とDu Preez先生とのやり取りを通して、単元の見通しをもつことができる。​
​〇Du Preez先生に実際に来てもらい、「日本各地の​
​よさを知りたい」という思いを知る。​
​・Du Preez先生と教師のやり取りを聞く。​
​・Du Preez先生に日本各地のよさを伝えるために、​
​児童が必要な情報を得ることができるように質問を​
​することで、相手意識・目的意識をもつ。​
​・教師のスピーチを聞き、行きたい場所やそこでし​
​たいことなどについて伝える際の大まかなイメージ​
​をつかむ。​
​〇振り返り​

​　​​本時では記録に残す評価は​
​行わないが、目標に向けた指​
​導をし、必要に応じてメモを​
​残す。（教師とDu Preez先生​
​とのやり取りについて、理解​
​できているかを見取る。）​

​２​ ​◆自分の行きたい日本の場所について友達と伝え合うことができる。​
​〇Let’s Chant​
​〇Listen and Think​
​・映像を見たり教師のスピーチを聞いたりして、行​
​きたい場所やそこでしたいことに関する語彙や表現​
​を知る。​
​〇Let’s Try 1​
​・自分の行きたい日本の場所について、友達と伝え​
​合う。​
​〇振り返り​

​　​​本時では記録に残す評価は​
​行わないが、目標に向けた指​
​導をし、必要に応じてメモを​
​残す。​

​３​ ​◆自分が行きたい日本の場所とそこに行きたい理由、そこでしたいことなどについて友達と​
​伝え合うことができる。​

​〇Small Talk​
​〇Let’s Listen １・２​
​〇Let’s Try 2​
​・行きたい日本の場所とその理由について、友達と​
​伝え合う。​
​〇振り返り​

​　​​本時では記録に残す評価は​
​行わないが、目標に向けた指​
​導をし、必要に応じてメモを​
​残す。​

​４​ ​◆前時までに考えた自分の行きたい場所と、Du Preez先生に紹介したい場所とを関連付けな​
​がら、おすすめしたい場所についての紹介文を考え、友達と伝え合うことができる。​
​〇Let’s Chant​
​〇Small Talk​
​〇Activity​
​・Let’s Try １・２で伝えた内容に、Du Preez先生​
​に合った情報を付け加えて、友達と伝え合う。​
​〇振り返り​

​発​

​◎日本各地の​​よさを紹介する​
​語句や表現を用いて、考え​
​や気持ちなどを話している。​
​（行動観察、ワークシート、​
​　動画）​



​５​

​　​
​　​

​◆Du Preez先生に日本各地のよさを伝えるために、友達やALTに紹介することで、自分の発​
​表内容を再構成し、児童同士で話すことができる。​

​〇Small Talk​
​〇Activity 1​
​・​​おすすめしたい日本の場所について、Du Preez先​
​生に紹介するために、ペアで発表内容を伝え合う。​
​〇Activity 2​
​・​​Activity１と同じペアで発表内容を聞き合い、良​
​くなったところや改善点を伝え合う。​
​〇振り返り​

​発​ ​発​

​◎Du Preez先生に日本各地​
​のよさを伝えるために、行き​
​たい場所やそこで体験できる​
​ことなどについての簡単な語​
​句や基本的な表現を用いて、​
​自分の考えや気持ちなどを話​
​している。​
​（行動観察、ワークシート）​

​◎Du Preez先生に日本各地​
​のよさを伝えるために、行き​
​たい場所やそこで体験できる​
​ことなどについての簡単な語​
​句や基本的な表現を用いて、​
​自分の考えや気持ちなどを話​
​そうとしている。​
​（行動観察、動画）​

​６​ ​◆Du Preez先生からの質問を想定した伝え合いを行うことができる。​
​〇Let’s Chant​
​〇Small Talk​
​〇Activity​
​・発表内容に、第１時で行った​​Du Preez先生と教師​
​のやり取りの内容が正しく反映されているか、わかり​
​やすく伝わる文章になっているかを再確認し、​​友達と​
​発表し合う。​
​〇振り返り​

​発​ ​発​

​◎日本各地の​​よさを紹介する​
​語句や表現を用いて、考えや​
​気持ちなどを話している。​
​（行動観察、ワークシート、​
​　動画）​

​◎Du Preez先生に日本各地​
​のよさを伝えるために、行き​
​たい場所やそこで体験できる​
​ことなどについての簡単な語​
​句や基本的な表現を用いて、​
​自分の考えや気持ちなどを話​
​している。​
​（行動観察、ワークシート）​



​７​ ​◆Du Preez先生に日本各地のよさを伝えることができる。​
​〇Let’s Chant​
​〇Activity​
​・​​Du Preez先生に​​日本各地のよさを伝えるために、​
​自分が行きたい場所やおすすめの場所、そこで体験​
​できることなどを発表する。​
​・​​Du Preez先生からの、発表に対する質問に答えた​
​り、フィードバックを聞いたりする。​
​〇振り返り​

​発​
​　​
​発​ ​発​

​　​

​◎日本各地のよさを紹介する​
​語句や表現を用いて、考えや​
​気持ちなどを話している。​
​（行動観察、動画）​
​◎Du Preez先生に日本各地​
​のよさを伝えるために、行き​
​たい場所やそこで体験できる​
​ことなどについての簡単な語​
​句や基本的な表現を用いて、​
​自分の考えや気持ちなどを話​
​している。​
​（行動観察、ワークシート）​
​◎​​Du Preez先生に日本各地​
​のよさを伝えるために、行き​
​たい場所やそこで体験できる​
​ことなどについての簡単な語​
​句や基本的な表現を用いて、​
​自分の考えや気持ちなどを話​
​そうとしている。​
​（行動観察、動画）​

​８​ ​◆映像や音声を手がかりにして、日本文化について考え、日本と世界の文化に対する理解を​
​深めることができる。​

​〇Let’s Sing​
​〇Small Talk​
​〇Over the Horizon​
​・映像を見て、日本に住む外国人について知った​
​り、日本文化について考えたりする。​
​〇本単元を通した振り返り​

​　​
​　​​本時では記録に残す評価は​
​行わないが、目標に向けた指​
​導をし、必要に応じてメモを​
​残す。　​

​７　「ＣＡＮ-ＤＯリスト」の形での学習到達目標（第５学年）​

​聞くこと​ ​読むこと​
​話すこと​

​［やり取り］​
​話すこと​
​［発表］​

​書くこと​

​・ゆっくり（または​
​繰り返して）はっき​
​りと話されれば、自​
​分のことや学校生活​
​など日常生活に関す​
​る身近で簡単な事柄​
​について、それらを​
​表すイラストや写真​
​などと結びつけて基​
​本的な表現を聞き取​
​ることができる。​

​・音声で十分に​
​慣れ親しんだ簡​
​単な語句や基本​
​的な表現が書か​
​れた掲示や資料​
​などを見て、そ​
​の意味を推測す​
​ることができ​
​る。​
​　​

​・日常生活に関す​
​る身近で簡単な事​
​柄について、自分​
​の気持ちや考えな​
​どを、慣れ親しん​
​だ語句や表現を用​
​いて伝え合うこと​
​ができる。​

​・自分が暮らす地​
​域のよさや、日本​
​のよさに関する身​
​近で簡単な事柄に​
​ついて、簡単な語​
​句や基本的な表現​
​を用いて、自分の​
​伝えたいことや考​
​えを話すことがで​
​きる。​

​・アルファベット​
​の大文字と小文字​
​を４線の正しい位​
​置に活字体で書き​
​写すことができ​
​る。また、文字の​
​読み方が発音され​
​るのを聞いて、活​
​字体の大文字を書​
​くことができる。​



​８　本時の活動（第５時）​
​（１）目標　　　​
​　        Du Preez先生に日本各地のよさを伝えるために、友達やALTに紹介することで、自分の発表内​

​容を再構成し、児童同士で話すことができる。​

​（２）展開​

​時間​ ​児童の活動​
​指導者の活動​ ​指導上の留意点​

​◎評価規準（評価方法）​
​▽準備物​​HRT​ ​ALT​

​2分​ ​挨拶をする。​ ​・既習表現（月​
​日、曜日、天気​
​など）のカード​
​を黒板に掲示し​
​たり板書したり​
​する。​

​・既習表現（挨​
​拶、月日、曜​
​日、天気など）​
​の確認をする。​

​・視覚と音声の両方で既習​
​表現を確認できるようにす​
​る。​

​13分​ ​Small Talkをする。​
​”What do you want to do​
​in Osaka? ”​

​・対話のモデルを示す。​ ​・Activity１以降の活動に​
​つながる表現（形や味など​
​の詳しい情報、自分の考え​
​や思いなど）を用いる。​
​・会話に関係のある写真等​
​を見せたり、ジェスチャー​
​したりしながら対話する。​
​・Small Talkを聞いて、自​
​分の発表に取り入れたいと​
​思ったことを確認し、児童​
​が自分の表現に生かせるよ​
​うにする。​

​・ALTと児童の​
​対話に対して、​
​フィードバック​
​をする。​
​・児童同士の対​
​話へ導く。​

​・児童と対話を​
​する。​



​25分​ ​Activity１​
​・Du Preez先生からのビデ​
​オメッセージを視聴する。​
​・Du Preez先生におすすめ​
​したい日本の場所について​
​紹介するために、ペアで発​
​表内容を伝え合う。​

​レベルアップタイム​
​・自分に適した学び方を選​
​び、より詳しく伝わるよう​
​に内容を再構成し、話す。​

​Activity２​
​・Activity１と同じペアで​
​発表内容を聞き合い、良く​
​なったところを伝え合う。​

​・内容面につい​
​て、児童に応じ​
​た助言や支援を​
​する。​
​・適宜質問を投​
​げかけたり、​
​フィードバック​
​を行ったりす​
​る。​
​・中間指導を行​
​う。​

​・より良くなっ​
​たところについ​
​て称賛する。​

​・児童が伝えた​
​いことを英語で​
​伝えることがで​
​きるよう、語句​
​や表現について​
​助言する。​

​・ビデオメッセージを確認​
​し、目的意識や相手意識を​
​再確認することができるよ​
​うにする。​

​・個人で内容を見直す​
​（ICT活用）、ALTに質問を​
​する、発表内容を友達と確​
​かめ合う等、児童が自分に​
​合った学びを選択できるよ​
​うにする。​
​・児童同士のやり取りの中​
​で、思考が深まるような支​
​援をする。​
​・中間指導では、自分の発​
​表に取り入れたいことにつ​
​いて、全体で共有できるよ​
​うにする。​
​◎Du Preez先生に日本各地​
​のよさを伝えるために、行​
​きたい場所やそこで体験で​
​きることなどについて、簡​
​単な語句や基本的な表現を​
​用いて、考えや気持ちなど​
​を話そうとしている。​
​（行動観察、動画）​

​◎Du Preez先生に日本各地​
​のよさを伝えるために、行​
​きたい場所やそこで体験で​
​きることなどについて、簡​
​単な語句や基本的な表現を​
​用いて、考えや気持ちなど​
​を話している。​
​（行動観察、ワークシート）​
​▽タブレットPC​



​5分​ ​本時の学習を振り返る。​
​・自分の発表を動画に残​
​し、次時への活動課題をも​
​つ。​

​挨拶をする。​

​・振り返りの視​
​点を示す。​

​・次時への意欲​
​が高められるよ​
​うな話をする。​

​・児童のよかっ​
​た点を伝える。​

​・指導内容に即した振り返​
​りになるようにする。​

​（３）評価及び指導の例​
​　　「話すこと〔発表〕」の「思考・判断・表現」​

​「十分満足できる」と判断​
​される状況(a)​

​Du Preez先生に日本各地のよさを伝えるために、おすすめの場所や​
​そこで体験できることなどについて、よりよく伝わるよう工夫しなが​
​ら、簡単な語句や基本的な表現を用いて、考えや気持ちなどを話して​
​いる。​

​「おおむね満足できる」​
​状況(b)を実現するための​
​具体的な指導​

​Du Preez先生に日本各地のよさを伝えるために、おすすめの場所や​
​そこで体験できることなどについて、音声や映像を参考にしながら、​
​簡単な語句や基本的な表現を用いて、自分の考えや気持ちを伝えるこ​
​とができるよう支援する。また、Du Preez先生がその場所でどのよう​
​な体験をし、どのような気持ちになるかを想像することで、相手の立​
​場を理解できるように支援する。​

​「努力を要する」状況(c)と​
​判断した児童への事後指導​

​　​​「Du Preez先生は、どんなことをしたいと言っていたか」「どうし​
​たらより伝わるか」「どんな表現例があるか」等について具体例を示​
​しながら一緒に考えたり、話したりすることで「おおむね満足でき​
​る」​​(b)​​を達成できるようにする。​

​　​
​　　「話すこと〔発表〕」の「主体的に学習に取り組む態度」​

​「十分満足できる」と判断​
​される状況(a)​

​　​​Du Preez先生に日本各地のよさを伝えるために、おすすめの場所や​
​そこで体験できることなどについて、よりよく伝わるよう工夫しなが​
​ら、簡単な語句や基本的な表現を用いて、考えや気持ちなどを話そう​
​としている。​

​「おおむね満足できる」​
​状況(b)を実現するための​
​具体的な指導​

​　Du Preez先生に日本各地のよさを伝えるために、「Du Preez先生​
​は、どんなことがしたいと言っていたかな？」「Du Preez先生が教室​
​へ来てくれて、話していたことを思い出してみよう。」などと言葉掛​
​けをし、話の内容やニーズに応える情報を確認することで、自分の考​
​えや気持ちを伝えようとすることができるよう支援する。​

​「努力を要する」状況(c)と​
​判断した児童への事後指導​

​　Du Preez先生の好きなことやしたいことはどんなことだったかを具​
​体的に振り返り、一緒に確認することで「おおむね満足できる」(b)を​
​達成できるようにする。​


